
　
ま
た
協
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
成
田
ユ
ネ

ス
コ
協
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
事
務
局（
生
涯
学
習

課
・
☎
20
‐
1
5
8
3
）へ
。

な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
地
球
環
境
な
ど
国
際
的
な
視
点
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
「
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
」
へ
の
加
盟
を
、
市
内
の
学
校

な
ど
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ど
、
国
際
理
解
・
交
流
活
動
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
協
会
婦
人
部
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
支
援
物
資
を
直
接
届

け
た
り
、
被
災
地
か
ら
転
入
し
て
き
た

人
た
ち
を
支
援
す
る
な
ど
の
活
動
を
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を

目
指
す
活
動

　
教
育
を
通
じ
て
、
現
在
の
環
境
を
将

来
に
わ
た
り
保
ち
続
け
る
こ
と
が
可
能

世
界
遺
産
・
地
域
遺
産
活
動

　
今
年
7
月
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
・

環
境
な
ど
を
守
る
大
切
さ
を
伝
え
よ
う

と
、
市
内
の
文
化
財
や
町
並
み
な
ど
の

写
真
を
募
集
し
展
示
す
る
「
成
田
の
地

域
遺
産
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
泉
・
小
笠
原
諸
島
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
「
日
本
の
世

界
遺
産
展
」
を
同
時
開
催
す
る
な
ど
、

世
界
遺
産
・
地
域
遺
産
の
保
護
・
普
及

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
際
理
解
・
交
流
活
動

　
「
日
本
の
香
り
を
あ
な
た
に
」
と
題

し
て
、
成
田
空
港
・
成
田
観
光
館
で
外

国
人
観
光
客
な
ど
を
対
象
に
、
着
付

け
・
茶
道
・
和
紙
人
形
作
り
な
ど
を
体

験
し
て
も
ら
う
催
し
を
、
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
6
月
に
は
、
協
会
婦
人
部
を
中

心
と
し
た
会
員
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
訪
問

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
紹
介
を
通
じ

て
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
な

　

成
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、「
世
界
寺

子
屋
運
動
」「
世
界
遺
産
・
地
域
遺
産
活

動
」「
国
際
理
解
・
交
流
活
動
」「
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
活
動
」
を
4
つ
の

柱
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
の
実
現
に
努
め
て

い
ま
す
。

世
界
寺
子
屋
運
動

　
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
ア
ジ

ア
の
国
々
の
人
た
ち
に
「
学
び
の
場
＝

寺
子
屋
」
を
提
供
し
教
育
を
支
援
す
る
、

世
界
寺
子
屋
運
動
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
12
月
〜
3

月
に
小
中
学
校
・
公
民
館
な
ど
に
「
書

き
損
じ
は
が
き
回
収
箱
」
を
設
置
し
、

集
ま
っ
た
は
が
き
を
現
金
化
し
、
こ
れ

ま
で
に
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ネ
パ
ー
ル
・
ラ
オ
ス
に
寺
子
屋
を
つ
く

る
資
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
回
収
箱
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ（
U
N
E
S
C
O
・
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）は
、
教
育
・
科
学
・
文
化
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
世
界
の
平
和
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
の
下
、
世
界
平
和
へ
の
貢
献
・
人
類
の
福
祉
の
向
上
な
ど
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
成
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
を
民
間
運
動
と
し
て
実
践
す
る
た
め
に
、
昭

和
50
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ご存じですか？

ユ
ネ
ス
コ
の
活
動

　成田ユネスコ協会は、ユネスコの理念を実現するために、さ
まざまな活動に取り組んでいます。
　中でも近年は、学校との連携を重視しており、学習指導要領
に盛り込まれている「持続発展教育」を推進するための「ユネスコ
スクール」への加盟を、市内の学校などに勧めています。
　今年1月に市内で初めて加盟校として認定された玉造中学校
からは、世界中のユネスコスクールとの交流や情報共有などを
活用し、国際社会に貢献できる人材育成につなげたいとの声を
頂いています。
　協会では、ユネスコの理念の社会への浸透が、依然として十
分とはいえないことから、子どもたちがユネスコスクールを通し
て、地球環境問題などの理解を深め、平和への思いを強めてい
くことを期待しています。
　これからも、多くの人にユネスコの活動を知ってもらい、活
動に参加・協力してもらえる人を増やしていきたいですね。

インタビュー

成田ユネスコ協会会長

橘
きつ

内
ない

 忠
ただ

成
しげ

さん

～ユネスコの理念の普及を目指して～

ブルガリアの人たちと交流を深める橋本婦人部長
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